
奈義町立奈義中学校「授業規律」について

１．時間厳守・授業準備

・チャイム着席の徹底（始業前の用意も）。

・終了のチャイムと同時に授業終了。

・始業のチャイムが鳴り終わるまでに、授業に必要なものを机上に準備し、着席しておく。

・授業の準備はきっちりと。

・忘れ物の貸し借りはさせない。（他のクラスと）…書き込み不可能、紛失の可能性大。

２．始業前後のあいさつ

・相手の顔を見て、元気よく挨拶する。

・始業前後の挨拶は姿勢よく。（背筋を伸ばす、手はお膝）

・「気をつけ」（かかとをつける、腕は体側、指先はまっすぐ）「礼」「お願いします」「ありが

とうございました」（顔を上げて、目を見て）

・評議委員は授業を全員が始められる体制になったら、大きな声で号令をかける。

（全員で「おねがいします」「ありがとうございました」）

３．各学習活動の時間確保とけじめ

・説明を聞くときは、作業を止め、目で聞く。体を教師の方へ向け、手はお膝。

・板書を写す時間の確保。

・説明を聞く、課題に取り組む、教え合う時間の確保とその区分をはっきりさせる。

・説明の時は座らせて、全員が注目してから話を始める。（活動中は笛で合図）

・できるだけ多くの生徒に板書させることで、授業への参加意識を高める。

・授業の最初に本時の目標を確認。学習プリントに記入。

・授業の最後に自己評価を記入、振り返りをさせる。

・危険を伴う作業があるので、やってはいけないことをしっかり確認した上で進める。（家）

・実験、観察、パート練習等を行う時には、協力することを大切にさせる。（リーダーの声か

け）

・話を聞くときは、全員が静かになってから話を始める。

・作業机の上は必要最低限の物のみ。（教科書等は後ろの机に）

４．発表（発言）の声量とその内容

・声量に注意しながら、音読させる。

・単語での発表ではなく、文章で発表させる。

・発表等の際は、文末まではっきり発声する。

・名前を呼ばれたら、必ず聞こえるように返事をする。

・忘れ物をしたときは「○組○番○○○」です。○○を忘れました」、道具を借りたい時は「○

○を貸してください」と言うよう指導。

・忘れ物は授業前に伝える。

・発表をしている人の方を向いて聞く。

・コミュニケーション活動の際は、日本語を話さない。

・発表者は手をあげ、指名されたらその場に必ず立って発表させる。（「私は～です。」「私は～

と思います。」という形態で話させる。）



○授業５つの鉄則

１．授業準備は完璧に

２．チャイム着席は厳守

３．あいさつは姿勢を正して元気よく

４．聴く・考える・話し合うにメリハリを

５．発表・発言は大きな声と文章で

○学習４つの原則

１．授業を大切に

２．復習は毎日必ず（「忘れ物をしない」を変更）

３．宿題はコツコツていねいに

４．「わかる」から「できる」へ


